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文書からのキーワード抽出と関連情報の収集 

松平 正樹 上田 俊夫 大沼 宏行 
 

渕上 正睦 森田 幸伯 
 
前回，キーワード入力に対して，オントロジーをもとに関連する情報を収集し，整理して出力するシステム

の概要について報告した．本報告では，固有表現抽出技術を利用して文書からキーワードを抽出し，その意味

属性に応じて情報を収集するように改良した内容について述べる．その際に起こるいくつかの問題について整

理し，特に姓だけが出現する場合の個人特定の問題（「山田さん問題」と呼ぶ）について議論する． 

キーワード：オントロジー，固有表現抽出，情報収集，Web サービス 
 

Keyword Extraction from Documents and Information Collection about the Keyword 

Masaki  MATSUDAIRA Toshio  UEDA Hiroyuki  OHNUMA 
 

Masachika  FUCHIGAMI Yukihiro  MORITA 
 
  We reported the system which collect and arrange information about a keyword based on ontology. This 
paper describes keyword extraction from a document using named entity tagging technology, and 
information collection about the keyword. Some issues, especially person identify which we call 
“Yamada-san problem”, are presented. 

Keywords: ontology, named entity tagging, information collection, web service 
 
 

1. はじめに 
 前回，情報を取得する際の問題として，検索エン

ジンでは必要な情報が多くの「ゴミ」に埋もれてし

まうため，検索結果をひとつひとつ調査しなければ

ならず，多大な手間がかかってしまう点，イントラ

ネットに必要としている情報が存在する場合でも，

ナレッジマネジメントシステムやコンテンツマネジ

メントシステムによってすべての情報が組織的に管

理されていることは一般的には少なく，インターネ

ット検索エンジンと同様の問題が起こる点を挙げ，

キーワード入力に対して，オントロジーをもとに関

連する情報を収集し，整理して出力するシステムの

概要について報告した[松平 03]．技術情報をターゲ

ットとして，図 1 に示すように，インターネットや

イントラネット上の雑多な情報（非構造化情報）と，

データベースやWeb サービスのような構造化された

情報（構造化情報），そして，イントラネット上の仕

様書や製品カタログといったフォーマットはある程

度固定されているがそれぞれの項目が明示的に構造

化されていない情報（半構造化情報）をオントロジ

ーによって統合し，利用者に必要な情報を収集・抽

 しかし，実際の利用シーンを考えると，例えば， 

i. 出し，その

出して提供するシステムである． 

会議報告書から他社製品名を抽

製品に関する情報を収集する 
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ii. 名を抽出し，電話／メールで

iii. 
し，スケジュールが空いているか確認する 

その文脈で情報を収

じて情報を収集するよう

いて説明する．問題の解決方式を 4
議論する． 

ト

抽出技術，および情報収集処理について

． 

技術となる固有

表

NE）課

題では，以下の 8 つのタグ  

•  <ORGANIZATION> 
• 
• 
• T> 
• 
• 
• 
• 割合表現 <PERCENT> 

化をおこな

っている[関根 03] ， 

• SUBORG> 
• 
• 
• 
•  
• 
• レス <E_MAIL> 
• 
• > 
• 製品名 <PRODUCT> 

変更

している）．図 3 に固有表現抽出の例を示す． 

2

は属性項目を特定し，情

報

メールから人

連絡をとる 
会議開催案内メールから日付・時間を抽出

というように，文書閲覧時に，

集したいという要求がある． 
 我々は，このようなアプリケーションを想定し，

固有表現抽出技術を利用して文書からキーワードを

抽出し，その意味属性に応

にシステムを改良した． 
 本報告では，まず 2 章でシステムの改良部分を中

心に，固有表現技術の概要を述べる．3 章では，その

際に起こるいくつかの問題について整理し，特に姓

だけが出現する場合の個人特定の問題（「山田さん問

題」と呼ぶ）につ

章で

2. システム概要 
 改良したシステムでは，Web ページを指定すると，

その HTML 文書中から人名，組織名，製品名，技術

名等のキーワードとその意味属性を抽出し，出力す

る．利用者がキーワードのひとつを指定することに

より，前回報告したシステムがそのキーワードに関

連した情報をイントラネットおよびインターネッ

から収集する．システムの構成を図 2 に示す． 
 以下で，キーワード抽出処理とそのコア技術であ

る固有表現

述べる

2.1. 固有表現抽出技術 
 まず，キーワード抽出処理のコア

現抽出技術について説明する． 
固有表現抽出技術は，文書中の固有表現に意味的

なタグを付与する技術である[関根 98][大沼 03]．例

えば，文書中の「沖電気 山田太郎」に対して，

「<ORG>沖電気</ORG> <PERSON>山田太郎

</PERSON>のように組織タグや人名タグを付与す

る．1999 年に開催された第 1 回の情報検索，情報抽

出に関するコンテスト IREX（Information Retrieval 

and Extraction Exercise）の固有表現抽出（

が定義された．

組織名、政府組織名

人名 <PERSON> 
地名 <LOCATION> 
固有物名 <ARTIFAC
日付表現 <DATE> 
時間表現 <TIME> 
金額表現 <MONEY> 

その後，関根は独自に拡張および階層

が，我々も独自に

サブ組織名 <
姓 <PS_L> 
名 <PS_F> 
イベント <EVT> 
住所 <ADDRESS>
電話番号 <TEL> 
電子メールアド

URL <URL> 
技術名 <WORD_TECH

等のタグを追加している（IREX のタグ名も一部

.2. キーワード抽出処理 
キーワード抽出処理は，固有表現技術を利用して

タグづけされた文書から，指定した意味タグの要素

をキーワードとして抽出する処理である．現在のシ

ステムでは，組織名，サブ組織名，人名（姓，名），

製品名，技術名を出力しており，各タグをオントロ

ジーのクラス定義および属性項目定義の URI（例え

ば，ont:Person および ont:Person_Name）にマッピ

ングしている．情報収集処理には，この URI を渡す

ことにより，クラスあるい

収集処理をおこなう． 
ここでひとつの問題がある．図 3 の固有表現抽出

図 3 固有表現抽出例 図 2 システム構成図 
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結果から上記抽出タグにしたがってキーワード抽出

をおこなうと，抽出される情報は  

織名） 

，名）） 
山田（人名（姓）） 

問題（「山田さん問題」）

ては，後述する  

zon の Web

として渡し

る点である．出力例を図 4 に示す． 

るためには，どのような情報が必要

実際の例を分析し，解決方式につい

する．  

ぞれ 100 件を検索し，出現

が出現する文書

の件数は，以下の通りで  

• 
• 
• 
• 

 
• 合計 173 件 / 500 （34.6%） 

，

沖電気工業株式会社（組

営業部（サブ組織名） 
篠塚 勝正（人名（姓

となり，元の文書に記述されている電話番号やメー

ルアドレス等の情報や，「営業部」と「山田」の関係

が失われてしまう．この問題に対処するため，キー

ワードに関連する情報を補助情報として抽出するこ

ととした．すなわち，人名キーワード「山田」に対

して，サブ組織名「営業部」，電話番号「03-1234-5678」
を補助情報として関連づけて出力する．これらの情

報をもとに，次の情報収集処理のステップで，姓だ

けが出現する個人の特定や条件を付与した検索処理

等をおこなう．個人特定の

につい ．

2.3. 情報収集処理 
 情報収集処理は，前回報告した処理と同様である．

オントロジー辞書，および情報抽出・属性抽出，情

報統合の各内部モジュール，検索エンジン，Web サ

ービス等の外部サービスを利用してイントラネット

およびインターネットから情報を収集し，また Web
サービスから情報を取得し，利用者に必要な情報を

属性項目ごとに情報を抽出・整理して出力する．イ

ンターネット上の情報は Google 検索エンジン

[Google]を利用し，書籍情報として Ama
サービス [Amazon] を利用している． 
 前回の報告から異なる部分は，キーワードに対し

て，オントロジーのクラス定義あるいは属性項目定

義の URI を付与し，関連情報を補助情報

てい

3. 山田さん問題 
 個人を特定す

であろうか？ 
 Semantic Web の世界では，リソースの URI によ

って個人を識別することができるが，まず URI ある

いは URI と１対１に対応する情報を取得する必要が

ある．企業内の従業員の場合は，氏名や従業員番号，

メールアドレス等で特定することができるかもしれ

ない．FOAF（Friend of a Friend）プロジェクト

[FOAF]では，ある人の友人を特定するためにメール

アドレスを利用している．しかし，一般的に既存の

大量の文書を対象にしたいという要求が強く，文書

内の個人名は姓だけで，メールアドレスや従業員番

号が記述されていないケースも多い．そのような場

合，記述されている姓と周辺の情報から個人を特定

しなければならない．実際，単に「山田」で従業員

データベースを検索すると 100 件以上結果が見つか

り，何らかの制約が必要である．この場合，所属や

役職等の制約により，個人を特定，あるいは，候補

を数人に絞ることができる．今回は，従業員データ

ベースや顧客データベースがあることを想定し，姓

から個人名の候補を絞るという問題を「山田さん問

題」と定義する．「山田さん問題」の特徴的な例を図

5 に示す．以下で

て議論

3.1. 出現パターン分析 
 「山田さん問題」に対して，イントラネットから

日本人の姓として多い「山田」「佐藤」「鈴木」「高橋」

「田中」を含む文書それ

パターンを分析した． 
 まず，それぞれの姓だけ（山田（太）のように姓

と名の一部で出現するものを含む）

ある．

山田： 28 件  / 100 
佐藤： 42 件  / 100 
鈴木： 29 件  / 100 
高橋： 32 件  / 100 

• 田中： 42 件  / 100 

： 

 結果から，約 1/3 の文書で「山田さん問題」を含ん

図 5 山田さん問題の例 図 4 システム出力例 
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でいることがわかる．文書属性ごとの出現パターン

を以下に示す． 

うに，組織名あるいは役職名を伴う

ものも多い． 

い場合は仕様書

の表紙ページに組織名がある． 

，メールアドレスが記述され

ている場合もある． 

，組織名と

の対応づけは一般的には困難である． 

としてメールアドレスが記述され

る場合が多い． 

論文のタイトル，発表先等を伴って記

述される． 

ドレスに対

応するメールアドレスが存在する． 

制約として利用することで解決できそ

る． 

さん問題」以外にも

が，詳

名詞になる人名の問題

本稿では取り上げな  

山田さん問題」の解決方

いて議論する． 

n（人）クラスの定義

の一部を図 6 の上部に示す． 

• ク を有する 
 

 

n_Telephone（電話）属性， 
．．． 

• 一

氏名）属性 
 

 
Person_Fname（名）属性 

• 一 する 
P 属）属性 

SubOrganization（サブ組織）クラス 

 

議事録 
 出席者および発言者として記述される．「営業部 

山田課長」のよ

仕様書 
 改版履歴の記入者，承認者として記述される．組

織名を伴って記述されるか，伴わな

管理表 
 担当製品，担当顧客等の情報が対応づけられてい

る．組織名や電話番号

座席表 
 「03-1234-5678 山田」のように，電話番号との

対応づけがされている．ただし，ファイル形式によ

っては電話番号と姓が別々のテキスト枠になってお

り，対応づけが困難な場合もある．また

ホームページ 
 「問い合わせ先： 山田（taro.yamada@oki.com）」

のように，連絡先

論文 
 参考文献に

メール 
 「山田＠営業部です」「開発部 山田様」のように，

差出人の紹介，宛名，あるいは文中に記述される．

多くの場合，差出人，宛先，同報先のア

以上の分析から，「山田さん問題」は，組織名，役

職名，電話番号，担当製品，担当顧客等の人（ある

いは従業員）に関するオントロジーの属性項目の情

報を総合的に

うであ

3.2. その他の問題 
 固有表現抽出技術を利用してキーワードとその意

味属性を抽出した後，キーワードのひとつを指定す

ることにより，そのキーワードに関連した情報を収

集するというプロセスは，「山田

いくつかの問題を含んでいる． 
 例えば，固有表現抽出技術で抽出できないキーワ

ードがある．これは，「ゴーン」「CTstage」「沖ソフ

トウェア」といった登録されていない人名や製品名，

企業名が，「氏」「さん」「株式会社」など意味属性を

示すキーワードを伴わずに文書中に出現した場合に

起こる．辞書の整備や，意味属性を伴って出現した

パターンからの学習による解決が考えられる

細については今後報告する予定である． 
 また，「松本」「山口」など人名と地名の属性を誤

りやすい単語，「林」など一般

も， い．

4. 問題の解決方式 
 この章では，上述した「

式につ

4.1. 人に関するオントロジー 
 出現パターンの分析から，「山田さん問題」は，人

に関するオントロジーの属性項目の情報を総合的に

制約として利用することで解決できそうである．ま

ず，オントロジーとして Perso

ラスは複数の属性項目

Person（人）クラス

＜属性項目＞ 
Person_Name（氏名）属性， 
Person_Division（所属）属性， 
Perso

部の属性は，階層化される 
Person_Name（
＜下位属性＞ 
Person_Lname（姓）属性，

部の属性は，ベースクラスを有

erson_Division（所

＜ベースクラス＞ 

ベースクラスは，属性項目に入る値の型である． 
従業員データベースや顧客データベースは，レコ

ードをインスタンスとみなして操作することを考え

る．図 6 の下部はその例であり，営業部の山田太郎

図 6 人に関するオントロジー 
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は，「山田太郎」という Person_Name（氏名）属性，

「営業部」という Person_Division（所属）属性，

「03-1234-5678」という Person_Telephone（電話）

属性を持つPersonクラスのインスタンスということ

を示している．（システムでは，属性値として文字列

を記述している場合と，Web サービスからの取得方

法

」は Sesame が自動的に付与す

ID である． 

の絞込みのアルゴリズムは以

下の通りである． 

 

を指定している場合がある） 
オントロジーは，RDF 形式で記述し，Sesame を

ベースに構築したリポジトリで管理している．イン

スタンスの「a12345
る

4.2. インスタンス候補の絞込み 
 文書に出現したキーワード（例えば，「山田」），あ

るいは固有表現抽出処理で抽出した語（例えば，「社

長」「フランクフルト」「営業部」）の中から，意味タ

グが Person（人）クラスの属性項目になるもの，あ

るいは，その語の意味タグが Person（人）クラスの

属性項目のベースクラスと同じものを，Person（人）

クラスのインスタンスを絞り込むための制約とする．

図 3 の元文書から，Person（人）クラスに対して抽

出する制約を図 7(a)に示す．制約として，意味タグ

が Person_Post （ 役 職 ） で あ る 「 社 長 」， 
Organization_Name（企業名）である「沖電気工業

株式会社」，SubOrganization_Name （サブ組織名） 
である「営業部」，Telephone_Number（電話番号）

である「03-1234-5678」を利用する．その際，キー

ワードとの文書内での距離，および各属性項目につ

いてのヒューリスティックなルールにより，重みづ

けをおこなう．そのため，キーワードおよび制約と

なる語の元文書内の行番号および行内位置を抽出し

ている．インスタンス

この例では，SubOrganization_Name（サブ組織

名）「営業部」がキーワード「山田」と同一行にあり，

また，人名とサブ組織名とのヒューリスティックル

ールから Person_Division（所属）として最も強い制

約，すなわち重みづけ（得点）の高い制約になる．

同様の手続により，Telephone_Number（電話番号）

が次に強い制約として作用し，Person_Post（役職）

「社長」およびOrganization_Name（組織名）は弱

い制約となる．属性項目と制約の関係を図 7(b)，全

体の制約を図 7(c)に示す．これらすべての制約によっ

図 7(a) 元文書から抽出した制約 

Person_LName あるいは Person_Name
するインスタンスを検索する 

if 件 ){
インスタンスを出力して終了する 

fo ス候補 ){ 
fo

にマッチ

( 検索したインスタンスの候補が 1

} 

r( 各インスタン

r( 各制約 ){ 
インスタンスと制約のマッチングを

おこない，マッチした場合はこの重

みづけによりインスタンスに得点を

与える 
} 

} 

い順にソ

ートして出力する 
インスタンスの候補を得点の高

図 7(b) 属性項目と制約の関係 

図 7(c) 全体の制約 
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てインスタンスの総合得点を計算し，候補を絞込む． 

4 議論

合がいくつかあ

る

 

JST JST Online Infomation 
System JOIS [JOIS]

Web

1
1 JOIS

 AU  
Person_Name Person_Organization

Web

義するか，文脈のどの範囲を制約として

 

，および制

約

 

依存しており，先述した文脈の定義，制約

と

 

 
TF IDF 法

や SVM のような統計的な手法，あるいは人間を介在

式を検討する必要があるだろう． 

あり，今後は定量的評価をおこなう予定で

ある． 

[A
/obidos/subst/assoc

[C S., 

af-project.org/ 
[G Is, 

[J ), 科

[N

nce on Artificial 

[S openRDF.org, 

[T

[大

告 No.72／
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.3.  
インスタンスとのマッチングによる制約による解

決方式を述べたが，解決できない場

．インスタンスに存在しない個人の特定，十分な

制約が得られない場合である．

前者は，従業員や顧客データベースに登録された

個人以外の人名であり，例えば，出現パターン分析

の際に述べた論文の参考文献，メール等に出現する

人名がある．論文の参考文献での人名は，科学技術

振興機構（ ）の提供する

（ ）情報検索サービス や，各学会

の公開データベース， ページ等を利用すること

が考えられるが，そのためには，それらの情報を内

部オントロジーへの変換をおこなう必要がある． 対

にマッピングできる情報もあるが，例えば，

が提供している論文情報の項目のひとつである＜著

者名および所属機関名 ＞は， 本システムで利用

している ， 属性

を含んでおり，それぞれの要素に分割しなければな

らないものもある．このような情報サービスは，今

後 サービス化が進むと予想され，詳細な属性が

容易に取得できるようになることが望まれる．一方，

メール内に出現する人名は，送信者，受信者間での

文脈に依存して特定しなければならないことがある．

すなわち，送信者，受信者に関連する過去のメール

や文書から制約を抽出しなければならず，文脈をど

のように定

利用するかといった課題を解決しなければならない

だろう．

 後者，すなわち，十分な制約が得られない場合は，

文書に制約となる情報が出現しない場合

は出現するのだがインスタンスの属性に十分な情

報が存在しない場合に分類できる．

文書に制約となる情報が出現しない場合は，情報

は文脈に

しての利用についての課題を解決しなければなら

ない．

インスタンスの属性に十分な情報が存在しない場

合とは，例えば，文書に出現する製品名や顧客名，

技術名が，従業員あるいは顧客のインスタンスとし

て記述されていないため，制約として抽出できても

絞込みができない場合である．この場合，他の文書

から抽出した個人を特定できる人名と，製品名や顧

客名，技術名の関係をインスタンスとして学習する

ことが考えられる．例えば，開発計画書に製品名と

担当部署，担当者の関係が記述されていれば，それ

らの関係をインスタンスとして学習し，議事録に顧

客との折衝記録があり，顧客名と担当者名，所属の

関係が抽出できれば，その関係も学習する．ただし，

自動的に学習するのは悪影響も大きく， ・

して登録する方

5. まとめ 
 前回報告した，キーワード入力に対してオントロ

ジーをもとに関連する情報を収集し，整理して出力

するシステムを改良した内容，すなわち，固有表現

抽出技術を利用して文書からキーワードを抽出し，

その意味属性に応じて情報を収集するようにしたシ

ステムについて述べた．その際に起こるいくつかの

問題について整理し，特に姓だけが出現する場合の

個人特定の問題を「山田さん問題」と定義した．そ

の出現パターンを分析し，文書内に出現するキーワ

ードを制約としてオントロジーを用いて解決する方

式について議論した．今回は解決方式の指針を示し

ただけで
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